
南丹市建設工事の競争入札における取り抜け方式実施要領

（趣旨）

第１条 この要領は、建設工事業者の過大受注による工事品質の低下防止及び受注機会の均

等による建設業者の育成を目的に、南丹市が発注する建設工事（以下「工事」という。）

の一般競争入札及び指名競争入札（以下「競争入札」という。）において実施してきた取

り抜け方式の施行に関し、新たに必要な事項を定め、実施要領とするものとする。

（定義）

第２条 この要領において、取り抜け方式とは、同一日若しくは一定期間内に開札する競争

入札において、同一工種かつ同一格付等級の工事が複数あるときに、落札者を決定する工

事の順位や優先度（以下「落札決定順位」という。）をあらかじめ定めておき、落札決定

順位が上位の工事で落札者となった者の他の工事における入札書を無効とみなすことによ

り、落札者を決定する入札方式をいう。

（適用対象）

第３条 取り抜け方式による競争入札を行う適用対象の工事は、次の各号の要件をすべて満

たすものとする。

（1）一定の期間内に入札公告又は指名通知を行い、同一日を含む一定の期間内に開札を
行う工事

（2）工事種別及び建設工事発注標準における格付等級が同一である工事
（3）入札公告又は指名通知を行った時点で、落札決定がされていない工事

２ 適用対象となる工事については、入札公告又は指名通知等に明示し入札参加者に周知す

ることとする。

（適用の例外）

第４条 前条第１項の規定にかかわらず、落札決定順位が下位の工事において、当該入札方

式適用工事数、入札参加見込業者数及び入札参加業者数等の状況から、取り抜け方式によ

る競争入札を行うと、入札参加者が極めて少数になることが予想されるなど、競争性が確

保できないおそれがあるとき、低入札価格調査対象案件等、市長が特に必要と認める場合

については、発注前に取り抜け方式を採用しないことができる。

原則、落札候補者があれば、発注後は取り抜け方式の中止は行わない。

（委任）

第５条 この要領に定めるもののほか、必要な事項については、別に定める。

附 則

（施行期日）

１ この要領は、令和５年５月１日から施行する。



（南丹市建設工事の競争入札における取り抜け方式試行要領の廃止）

２ 南丹市建設工事の競争入札における取り抜け方式試行要領は、廃止する。


